
2020年招收攻读硕士学位研究生入学考试试题

********************************************************************************************

招生专业与代码：日语语言文学、外国语言学及应用语言学

考试科目名称及代码：708综合日语
	考生注意：所有答案必须写在答题纸（卷）上，写在本试题上一律不给分。 

	文字・語彙　(15点)
問題Ⅰ  次の文の下線をつけた言葉は、どのように読みますか。その読み方を、それぞれのA・B・C・Dから一つ選びなさい。(7×1点＝7点)
問１　よい成績は平日の地道な努力の積み重ねによるものだ。

1　地道　　　Aじどう　　　　Bちどう　　　　Cちみち　　　Dじみち

問２　人類の欲望により、多くの貴重な生物が滅んでしまった。

2　滅んで　　Aころんで　　　Bほろんで　　  Cしぼんで　　Dつぼんで
問3　これまでの努力を顧みれば、彼こそ受賞に相応しい。

3　顧　　　　Aかえり　　　　Bけんが　　　　Cかんが　　　Dかいま

4　相応　　　Aそうおう　　　Bそうごう　　　Cふわ　　　　Dふさわ
問4　彼は周囲の人から慕われている。

5　慕われ　　Aうやまわれ　　Bみまわれ　　　Cしたわれ　　　Dまつわれ

問5　涼しくなってきたので、家族で戸外を散策し和やかに過ごした。

6　和やか　　Aなごやか　　　Bさわやか　　　Cすこやか　　　Dおだやか

問６　工事中で車の流れが滞っている。

7　滞　　　　Aつま　　　　　Bふさが　　　　Cしぶ　　　　　Dとどこお

問題Ⅱ　次の文の下線をつけた言葉は、どのような漢字を書きますか。その漢字をそれぞれのA・B・C・Dから一つ選びなさい。（8×1点＝8点）
問１　この高度情報社会の到来に大きくきよしたのはコンピューターの開発である。
8　きよ　　       A寄与　　   　B寄予　　 　C寄誉　　　　　D寄世

問２　勉学と仕事をおろそかにしてはいけない。

9　おろそか　　　　A惰か　　　　B軽か　　　　C疎か　　　　 D怠か

問3　子供はこれといった病気もせずすこやかに育つ。

10　すこやか　　  A壮やか　　　B健やか　　　C康やか　　　　D速やか
問4　初めて日本で暮らした時、習慣の違いにとまどいを感じることが多かった。

11　とまど　    　A途惑　　    B土惑　　　  C徒惑　　　　  D 戸惑
問5　大地震におそわれ、数多くの人の命はうばわれた。
12　おそ　　　    A押　　　     B襲　　　  　C撃　　　    　D遅

13　うば　　　    A奪　　　     B競　　　　  C取　　　　    D獲

問6　春雨にぬれると、公園の草木の緑がひときわあざやかに見える。

14　ぬ　　　　　　A塗　　　　　 B濡　　　　　C湿　　　　　　D潤

15　あざ　　　　　A鮮　　　　　 B艶　　　　　C賑　　　　　　D淑

文法(15点)
問題Ⅲ　次の文の　　にはどんな言葉を入れたらよいか。A・B・C・Dから最も適当なものを一つ選びなさい。（15×1点＝15点）

16　常に新しいものに挑戦してこそ、身も心もいつまでも若く______のである。

Aいられる　　　　Bでいる　　　　Cおる　　　　Dてある

17　科学研究は山を登るが______と言われているが、辛抱と勤勉が必要ではないか。

Aらしい　　　　　Bようだ　　　　Cふうだ　　　Dごとし

18　人間は______によっては、まったく違う人生の展開を迎えるかもしれない。

A考えかけ　　　　B考えそう　　　C考えよう　　　D考えかち

19　五十代から先の人生、マイホーム______語れない、見通しが立たない。

Aなくて　　　　Bないで　　　　Cないでは　　　　Dなくしては

20　来週のパーティーに行く______、行かない______、早く返事をしなければならない。

　　Aにしろ／にしろ　　　Bだに／だに　　　Cはおろか／はおろか　　Dなり／なり
21　試験が近づいたこととて、______。
A彼は誰より遊びが好きだ。　　　　　B彼はまだのんびり遊んでいる。

C一日ぐらいは遊んでも差し支えない　D一日たりとも無駄に休んではいられない。

22　本日はこのような素晴らしい賞をいただきまして、誠に光栄______でございます。

Aのいたり　　　　Bずくめ　　　　Cのきまわり　　　　Dまめれ

23　失敗しても嘆くには______。「失敗は成功のもと」なのだから。

Aかたくない　　　Bまでもない　　　Cあたらない　　　Dあてない

24　家族のみんなが一丸となって、今回の危機を______ではありませんか。

A乗り越えざる　　B乗り越えん　　　C乗り越えよう　　D乗り越えまい

25　人生がゲームのようだと言われているが、そこにはルールがあるわけだ。ルール______、進めないと、人に迷惑をかけることになる。

Aをよそに　　　　Bをさかいに　　　Cにいたって　　　Dにのっとって

26　タイミングよく家に着いたので、私は雨にあわずに______。

　　Aおわりだった　　Bすんだ　　　    Cおいた　　　    Dじまいだった
27　新入社員______、勤勉10年でベテランの佐藤さんがこんなミスをするとは、信じがたい。

Aならいざしらず　Bずじまいだった　Cべからざる　　　Dかいもなく

28　今月______定年退職になり、老後は田舎でのんびり暮らすつもりだ。

Aをかぎりに　　　Bをかわきりに　　Cをばかりに　　　Dからといって

29　色々な動物______豊富多彩な世界である。もしもこの地球に人間しか残っていない日になったら、どんなにつまらないことか。

　　A　としての　　　 Bに対しての　　　Cをもとにしての　Dあっての

30　麻薬中毒になった______、そこから抜け出すのは至難の業だ。だから好奇心に釣られて、そんなものに手を触れないことだ。

　　Aがゆえに　　　   Bがために　　　  Cがさいこ　　  　Dがはやいか
読解（15点）
問題Ⅳ　次の文章を読んで、それぞれの問いに対する答えとして最も適当なものをA・B・C・Dから一つ選びなさい。（31～35：１×5＝５点,36～40：2×5点＝10点）
読解一

世の中情報社会、コンピューターが（　　31　　）という間に情報媒体の中心になってしまったようです。

携帯電話は電話では収まりの付かない範囲まで拡大し、携帯万能と言われるまでに質的な変化を遂げています。（　　32　　）、未だに新聞が情報社会の一方の中心で頑張っているのは、新聞時代に生きてきた私には嬉しいことです。

しかし、これからの時代に、新聞が世の中の期待（　　33　　）形で生き残るか、と思うと首を傾げてしまいます。新聞時代に育った人たちと携帯時代に育った人たちの間に断層ができているのです。何を選んで情報を得るかだけではなく、活字文化が衰退しているのがとても心配です。

話し言葉が気軽に選択されて、携帯電話の普及をかわきりに、多くの媒体が話し言葉になってしまうと、じっくり活字を読み（　　34　　）、深い意味や行間を読む能力が衰えていくでしょう。それは国の文化的水準を低下させる一因にもつながります。

携帯電話だけでは得にくい、正確でバランスの取れた情報を読むことが大事です。このことを、新聞はもっと積極的にPRすることが当面の急務のように（　　35　　）考えられません。

31　Aこれかこれか　　Bそれもそれも　　Cこれらそれら　　　Dあれよあれよ

32　Aそうはいっても　Bそれとはなしに　Cだからといっても　Dそのためのことで
33　Aにかける　　　　Bに応える　　　　Cにわたる　　　　　Dに代わる

34　A果て　　　　　　B尽き　　　　　　Cこなし　　　　　　Dなおし

35　Aとて　　　　　　Bとなり　　　　　Cとも　　　　　　　Dとしか

読解二

1 日本人は話し下手なので、民主的な組織における会議の進め方とか話し合いも決して

得意ではない。よく話す人でも、相手の出張によって自分の主張を訂正してゆくというような操作は苦手である。お互いの出張がぶつかり合うだけになってしまう。「あなたのいうこともわかるが、しかし…」という具合になってゆくわけである。

そこで、根回しが大きな役割を果たすことになる。会議の前に結論を出しておくのである。根回しの時には非言語的伝達が駆使される。理屈抜きに「②今度は泣いてくれ」というようなことになる。そこで会議を持って、議論をして、あらかじめ決められた結論に落ち着かせるわけである。

3 このような会議は無駄なものと思われがちだが、直感的なひらめきでも後で一応理屈

をつけておくほうがいいと言われる。（中略）

つまり、日本人は理屈を主張する時にはかたくなで、他人の主張を取り入れることは下手である。お互いに出張し合って、弁証法的に理論を発展させてゆくという技法が、身についていない。

日本人がそういうことが下手なのは、そもそも理論的に自分の行動を決めるということが少ないからである。非言語機能（感情という言葉が使われることもある）が行動の方向を決定して、理屈はそれを合理化するために付け加えられる。したがって、理屈を修正して行動を変えるというわけにはゆかない。

要するに、理屈の扱い方がわからないので、理屈の世界の中では日本人はぎこちなくなってしまうのである。

それでは、日本人はいつでも固くなかというと、そうではない。自他一体性があって、他人のあり方で自分の行動を左右するのが日本人の特性だから、固くなで通せるはずはない。というよりも、他人から独立した、守らなければならない自分を持っていないのが日本人である。

日本人のそういう特性は非言語的世界の中で発揮される。集団の行動決定もその世界の中で行われるが、それはどちらが勝つか負けるかという関係でもなく、契約関係でもないから、これも一種のなれあいと言える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千葉康則『「なれあい」の構造』より）
36　①「日本人は話し下手」の説明として合っていないのはどれか。

A　議論をして、結論を出す。

B　非言語的伝達で、結論を出す。

C　他人の出張を取り入れて、結論を出す。

D　理屈を先にせず、結論を出す。

37　②「今度は泣いてくれ」とはどういう意味か。

A　次はこちらの主張を認めてくれ。

B　次はそちらの主張を受け入れない。

C　今回はこちらの主張を受け入れてくれ。

D　今回はそちらの主張を受け入れよう。

38　③「このような会議」とはどのような会議のことか。

A　民主的に進められる会議

B　意見がぶつかり合って、まとまらない会議

C　お互いに主張し合って、結論を出す会議

D　前もって結論が決まっている会議

39　この文の日本人に対する考え方と合っているものはどれか。

A　非言語的伝達だけで結論を出せるので、会議を開く必要がない。

B　根回しが役割を果たせるので、会議を開く必要がない。

C　理屈の扱い方が分からないので、会議に向いていない。

D　ほかから独立した自分を持っているので、会議に向いていない。
40　日本人の非言語伝達について、例を挙げながら説明してください。
専門知識（105点）

問題Ⅴ　次の問題について述べなさい。（7×15点＝105点）
　　　　　　　（※答えは日本語と中国語がどちらでもよい。）

41　日本語は男性用語と女性用語の違いがかなり著しい言語だと言われているが、例を挙げながら、その違いについて説明しなさい。（15点）

42　日本人は小さい頃から家庭や家族で「ちゃんとけじめをつけなさい。」「けじめのある行動をしなさい」としつけられている。「けじめ」という言葉は「区別をはっきりさせる」という意味をもって、日本人の感性をよく表している。日本語言語、或いは日本文化において「けじめ」の現れである面について説明しなさい。

43　日本の自然主義文学について、自分が好きな代表作を選んで述べなさい。
44　日本の家族呼称は中国のとどう違うのか。そこからどんな価値観が見られるのか。

45　大化の改新について述べなさい。
46　日本語の授受表現は日本人に愛用されているだけでなく、日本語の特徴ともいえる。それについて述べながら、授受表現の裏に潜んでいる日本人なりの考え方、或いは日本文化について述べなさい。

47　次の例の下線部の「ている」の意味について説明しなさい。

（1） 雀が飛んでいる
（2） 雀が死んでいる。

（3） あの雀が痩せている。

（4） クラスの中で、彼が一番優れている。

（5） 地球は太陽の周りを回っている。
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